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一
、
は
じ
め
に

藤
原
不
比
等
は
乙
巳
の
変
で
大
化
改
新
を
果
た
し
た
中
臣
鎌
足

（
藤
原
鎌
足
）の
次
子
と
し
て
誕
生
し
た
。鎌
足
が
薨
去
す
る
直
前
、

「
藤
原
」の
姓
を
天
皇
か
ら
賜
り
、そ
の
後
は
不
比
等
が
受
け
継
ぎ
、

草
壁
皇
子
か
ら
「
黒

く
ろ
つ
く
り
の

作
懸か

け
は
き
の
た
ち

佩
刀
」
の
下
賜
、
持
統
天
皇
と
の

盟
約
等
に
よ
っ
て
覇
権
を
強
め
、
律
令
国
家
の
形
成
に
大
き
く
寄

与
し
、
平
城
遷
都
を
行
う
な
ど
精
力
的
に
活
動
す
る
。
そ
し
て
、

後
の
摂
関
政
治
掌
握
の
原
型
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
質
的
な

「
祖
」
に
近
い
存
在
と
し
て
名
を
留
め
た
。
ま
た
、
父
・
鎌
足
が

発
願
・
造
立
し
た
釈
迦
如
来
像
を
妻
の
鏡
大
王
が
山
階
寺
に
安
置
、

そ
の
後
、
飛
鳥
の
厩
坂
寺
に
移
動
さ
せ
、
不
比
等
は
平
城
遷
都
と

共
に
そ
の
勝
地
と
し
て
寺
を
現
在
の
地
に
移
し
た
。「
興
福
寺
」

鷹
司
家
所
蔵
「
淡
海
公
御
影
」
に
つ
い
て

多

川

文

彦

と
名
付
け
、そ
の
中
心
に
金
堂
（
現
在
の
中
金
堂
）
を
建
立
す
る
。

そ
の
意
味
で
不
比
等
は
興
福
寺
に
と
っ
て
「
本
願
」
の
位
置
付
け

と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
没
後
四
十
年
の
節
目
に
、

近
江
国
十
二
郡
を
も
っ
て
「
淡
海
公
」
に
封
じ
ら
れ
た
。
実
際
、

興
福
寺
の
堂
塔
や
子
院
な
ど
の
縁
起
な
ど
を
記
録
す
る
『
興
福
寺

流
記
』
に
お
い
て
「
淡
海
公
造
立
の
所
也
」
と
明
記
さ
れ
る
。

一
方
、
不
比
等
が
政
界
で
の
動
き
を
活
発
さ
せ
、
そ
の
業
績
は

『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
な
ど
に
よ
っ
て
う
か
が
い
知
れ

る
が
、生
涯
を
詳
ら
か
に
記
す
史
料
は
、藤
原
仲
麻
呂
に
よ
る
『
藤

氏
家
伝
』
の
別
伝
に
添
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
が
現
存
し
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
か
、
不
比
等
と
い
う
と
養
老
律
令
の
編
纂
者
と
し

て
の
印
象
の
み
に
留
ま
る
こ
と
も
少
な
く
な
い（

１
）。

令
和
元
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
不
比
等
の
御
遠
忌
一
三
〇
〇



― 112 ―

年
と
い
う
こ
と
に
ち
な
み
、
興
福
寺
や
春
日
大
社
な
ど
に
お
い
て

法
要
や
神
事
が
執
行
さ
れ
た
。
興
福
寺
を
会
場
に
し
た
際
、
不
比

等
の
肖
像
を
中
金
堂
須
弥
壇
の
中
央
に
奉
懸
し
、
興
福
寺
と
春
日

大
社
の
出
仕
に
よ
り
、神
仏
習
合
の
御
遠
忌
法
会
が
厳
修
さ
れ
た
。

そ
の
前
後
の
一
定
期
間
、
所
蔵
者
の
ご
高
配
を
賜
り
、
肖
像
を
熟

覧
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
現
存
作
例
が
極
め
て
僅
少

で
あ
る
「
不
比
等
が
単
独
で
描
か
れ
る
肖
像
」
を
め
ぐ
っ
て
、
周

辺
史
料
の
整
理
を
兼
ね
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
。

二
、
鷹
司
家
所
蔵
の
「
淡
海
公
御
影
」

現
存
す
る
作
品
の
中
で
不
比
等
の
肖
像
・
影
像
を
う
か
が
い
知

れ
る
も
の
は
「
大
織
冠
像
」【
図
①
】、ま
た
は
「
多
武
峰
曼
荼
羅
」

の
名
で
知
ら
れ
る
絵
画
作
品
中
に
描
か
れ
る
不
比
等
の
姿
で
あ

る（
２
）。

当
作
品
は
父
・
鎌
足
を
中
心
に
、
長
男
の
定
恵
と
次
男
の
不

比
等
を
三
尊
形
式
に
描
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
黒
田
智
氏
の
指

摘
に
あ
る
よ
う
に
、
鎌
足
像
に
二
子
を
描
き
加
え
た
当
初
、
鎌
足

と
は
別
に
定
恵
を
単
独
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
動
き
が
あ
り
、

そ
の
後
、
あ
る
時
期
か
ら
鎌
足
像
に
取
り
込
ま
れ
た
と
さ
れ
る（

３
）。

定
恵
は
鎌
足
の
長
男
で
、
頭
脳
明
晰
な
点
か
ら
早
く
に
出
家
、
入

唐
し
て
仏
教
を
学
ぶ
。
帰
国
し
た
後
は
鎌
足
の
没
後
に
そ
の
遺
骸

を
多
武
峰
に
移
し
て
妙
楽
寺
を
開
き
、
十
三
重
の
塔
婆
を
談
山
神

社
と
し
た
話
が
伝
わ
る
が
、
そ
の
後
若
く
し
て
薨
去
す
る
。
こ
こ

で
重
要
な
点
は
『
多
武
峰
略
記
』
の
記
載
よ
り
、
現
在
は
残
さ
れ

て
い
な
い
が
定
恵
の
影
を
描
く
行
為
は
あ
っ
た
と
い
う
黒
田
氏
の

指
摘
で
あ
る
。
一
方
、
次
男
の
不
比
等
は
、
そ
の
名
声
と
は
裏
腹

に
、
単
独
で
肖
像
を
描
い
た
作
品
や
、
文
献
史
料
に
よ
る
伝
承
が

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
点
が
特
色
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
出

来
る
。
冒
頭
に
て
触
れ
た
よ
う
に
不
比
等
が
天
皇
家
と
の
関
係
を

強
化
し
、
藤
原
氏
の
繁
栄
地
盤
を
築
い
た
も
の
の
、
大
織
冠
像
・

多
武
峰
曼
荼
羅
に
描
か
れ
る
不
比
等
の
姿
は
、
半
跏
像
で
は
な
い

点
を
除
い
て
中
央
に
描
か
れ
る
鎌
足
の
姿
そ
の
も
の
で
殆
ど
差
異

が
無
く
、黒
田
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
鎌
足
像
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
」

と
言
え
る
図
像
で
あ
る
【
図
②
】。

図①  大織冠像 全図
（奈良・興福寺蔵）
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多
武
峰
曼
荼
羅
（
大
織
冠
像
）
の
如
く
群
像
形
式
と
異
な
り
、

不
比
等
を
単
独
で
描
く
現
存
作
例
は
極
め
て
少
な
く
、
京
都
大
学

総
合
美
術
館
や
東
京
国
立
博
物
館
『
古
画
類
聚
』
所
収
の
九
条
家

本
の
写
し
が
知
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
【
図
③
】。
本
稿
に
お

い
て
取
り
あ
げ
る
作
品
は
、鷹
司
家
が
所
蔵
す
る
「
淡
海
公
御
影
」

（
以
下
、
本
図
と
明
記
）
と
称
す
る
一
幅
の
軸
で
あ
る
【
図
④
】。

淡
海
公
、
つ
ま
り
藤
原
不
比
等
の
肖
像
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

箱
蓋
の
表
書
に
は
御
影
の
名
の
下
に
「
巨
勢
公
望
筆
」
の
墨
書
が

あ
り
、
裏
書
は
無
く
、
箱
内
部
・
裏
面
に
も
墨
書
等
は
見
ら
れ
な 図② 大織冠像 不比等部分

図③ 淡海公之真（東京国立博物館蔵）図④ 淡海公御影 全図（鷹司家所蔵）
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い
。軸

装
で
絹
本
著
色
。
法
量
（
単
位
セ
ン
チ
）
は
縦
が

一
四
八
・
五
、
横
が
七
四
・
六
と
比
較
的
大
き
く
、
絹
は
表
裏
と
も

に
接
ぐ
こ
と
な
く
一
枚
絹
を
使
用
す
る
。
絹
糸
は
横
糸
が
太
く
、

縦
糸
が
や
や
細
い
。
御
簾
を
丸
め
上
げ
、戸
張
で
荘
厳
さ
れ
る
が
、

多
武
峰
曼
荼
羅
の
よ
う
な
後
壁
の
装
飾
は
施
さ
れ
な
い
。
中
央
に

佇
む
不
比
等
は
、
京
都
・
神
護
寺
の
「
伝
源
頼
朝
像
」
や
和
歌
山
・

満
願
寺
の
「
鳥
羽
天
皇
像
」
な
ど
、
多
く
の
肖
像
画
に
散
見
す
る

大
紋
高
麗
縁
の
上
畳
に
足
裏
を
合
わ
せ
て
坐
す
。
体
躯
を
左
向
き

（
画
幅
向
か
っ
て
右
方
向
）
に
描
き
、
垂
纓
冠
を
被
り
、
縫
腋
の

袍
で
身
を
包
み
、
腰
に
は
飾
太
刀
、
表
袴
に
は
唐
草
団
文
、
下
襲

の
裾
は
菱
文
を
散
り
ば
め
、
短
く
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス

を
保
た
せ
、
平
緒
は
群
青
の
彩
色
を
施
す
。
袍
の
衣
文
は
金
泥
で

流
麗
に
筆
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
立
体
感
を
も
た
せ
て
い
る
。

首
元
に
あ
る
下
襲
の
朱
や
袍
の
黒
な
ど
、裏
彩
色
を
巧
み
に
使
い
、

像
主
の
身
体
性
に
力
強
さ
を
感
じ
る
作
品
で
あ
る
【
図
⑤
】。

顔
貌
は
筆
勢
の
あ
る
輪
郭
線
を
引
き
、
弱
め
に
打
ち
込
み
、
中

程
に
膨
ら
み
を
持
た
せ
る
。
顎
～
首
に
か
け
て
の
線
に
よ
り
や
や

体
格
の
良
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
髪
の
生
え
際
を
表
す
柔
ら
か
く

も
精
緻
な
筆
で
表
し
、
眉
や
顎
・
口
周
り
の
髭
は
極
細
の
墨
線
で

毛
描
す
る
が
、
一
部
白
髪
の
部
分
を
交
ら
わ
せ
る
。
こ
の
点
か
ら

も
齢
を
重
ね
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
鼻
梁
は
あ
ま
り
高

く
表
さ
ず
、
ほ
う
れ
い
線
を
入
れ
る
。
や
や
小
ぶ
り
の
唇
は
朱
の

彩
色
が
や
や
剥
落
し
つ
つ
も
、
上
唇
に
は
淡
く
暈
し
を
入
れ
て
立

体
感
を
も
た
せ
て
い
る
。
以
上
の
表
現
か
ら
、
中
世
肖
像
画
と
し

て
の
作
風
を
十
分
に
有
す
る
貴
重
な
作
例
で
あ
る
【
図
⑥
】。

本
図
を
考
え
る
上
で
、
特
に
姿
態
に
注
目
す
る
と
、
笏
を
持
つ

姿
と
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
種
々
描
か
れ
る
「
束
帯
天
神
像
」
を
思   図⑤ 淡海公御影 拡大
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わ
せ
る
雰
囲
気
が
あ
る
。「
根
本
御
影
」
と
称
さ
れ
る
京
都
・
北

野
天
満
宮
の
「
束
帯
天
神
像
」【
図
⑦
】
は
、
笏
を
持
っ
て
上
畳

に
坐
し
、
畏
怖
さ
れ
る
火
雷
神
と
し
て
の
性
格
を
描
く
中
世
肖
像

画
の
代
表
作
例
の
一
つ
で
あ
る
。
構
図
は
本
図
と
の
近
似
性
が
多

く
認
め
ら
れ
、
本
図
制
作
に
あ
た
っ
て
参
考
に
し
た
可
能
性
を
視

野
に
入
れ
た
い
。
た
だ
し
、
本
図
に
描
か
れ
る
表
情
は
束
帯
天
神

と
異
な
り
、
そ
の
柔
和
な
顔
つ
き
か
ら
怨
霊
神
的
な
イ
メ
ー
ジ
は

看
取
で
き
な
い
。
む
し
ろ
持
統
天
皇
と
の
盟
約
関
係
を
成
し
遂
げ

る
、
大
臣
と
し
て
の
強
か
さ
を
感
じ
取
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

藤
原
氏
の
実
質
的
な
祖
と
し
て
の
威
厳
を
十
分
に
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
構
図
で
あ
る
。
一
方
、
御
簾
な
ど
の
色
使
い
や
文
様
の
表
現
等

を
考
慮
す
る
と
、中
世
の
早
い
時
期
ま
で
遡
る
と
は
言
い
切
れ
ず
、

総
体
的
に
捉
え
る
と
、
制
作
年
代
は
室
町
時
代
後
期
を
想
定
し
た

い（
４
）。さ

て
、
先
述
し
た
と
お
り
、
本
図
の
箱
書
な
ど
は
最
低
限
の
情

報
の
み
の
墨
書
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
同
箱
の
中
に
本
図

と
は
別
の
小
さ
な
軸
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
本
図
を
修
理
し
た
事

情
を
記
す
。
そ
の
小
軸
に
は
紙
地
の
見
返
し
の
後
に
、
お
そ
ら
く

御
影
本
紙
と
同
じ
で
あ
ろ
う
絹
を
使
用
も
し
く
は
切
り
取
っ
て
銘

が
貼
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
続
け
て
紙
地
に
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
の
年
紀
が
あ
る
「
巨
勢
公
望
所
描
」
と
い
う
題
の

図⑥ 淡海公御影 顔部分

図⑦ 束帯天神像
（京都・北野天満宮蔵）
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関
白
花
押
付
き
文
書
が
記
さ
れ
る
。
絹
地
に
記
さ
れ
た
銘
は
以
下

の
通
り
で
あ
る（

５
）。

淡
海
公
御
影
者

巨
勢
公
望
筆

延
文
二
年
丁
酉
八
月
日
此
影
像
破
損
之
仰
表
背
師
奉
修
補
令

秘
蔵
者
也

賢
観

謹
之
敬
白

「
巨
勢
」
の
姓
は
平
安
時
代
（
九
世
紀
）
の
宮
廷
絵
師
で
あ
っ

た
巨
勢
金
岡
を
祖
と
す
る
一
族
で
あ
る
こ
と
は
夙
に
著
名
で
あ
る

一
方
、
金
岡
の
生
没
年
な
ら
び
に
宮
人
・
絵
師
と
し
て
の
経
歴
な

ど
、
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
金
岡
が
描
い
た
と
す
る
作
品
も

残
存
せ
ず
、
現
在
で
は
『
菅
家
文
章
』
や
『
江
家
次
第
抄
』、『
扶

桑
略
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
画
業
程
度
し
か
判
明
し
て
い
な
い
。

一
方
、
巨
勢
一
族
に
つ
い
て
は
興
福
寺
の
門
跡
・
大
乗
院
の
尋

尊
が
記
し
た
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
そ
の
系
図
が
記
さ
れ

て
お
り
、
巨
勢
公
望
な
る
人
物
は
祖
で
あ
る
金
岡
の
次
に
記
さ
れ

る（
６
）。

こ
の
系
図
が
後
の
時
代
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
理
由
は
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
大
乗
院
系
絵
所
の
吐
田
筑
前
法
橋
長

有
が
、
山
城
狛
野
庄
（
当
時
の
興
福
寺
領
）
の
椿
井
懐
尊
よ
り
言

い
掛
か
り
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。
こ
の
内
紛
が
鎮

ま
っ
た
後
の
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
十
二
月
に
改
め
て
こ
の
系

図
を
提
示
し
、
吐
田
の
主
張
が
興
福
寺
と
し
て
十
分
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
あ
る
稀
有
な
系

図
で
あ
る
の
だ
が
、
金
岡
の
次
に
「
公
忠
」
の
名
と
並
列
で
「
公

望
」
の
名
が
あ
り
、
系
図
を
辿
っ
て
み
る
と
「
公
茂
」
な
る
人
物

も
登
場
す
る
。
宮
島
新
一
氏
は
こ
の
「
公
茂
」
と
「
公
望
」
は
同

一
人
物
と
捉
え
ら
れ
て
い
る（

７
）。

や
や
迂
遠
に
な
っ
た
が
、
本
図
が
巨
勢
公
望
の
筆
と
す
る
確
た

る
証
拠
は
、
出
生
年
代
が
不
明
な
が
ら
も
、
お
そ
ら
く
生
存
し
た

で
あ
ろ
う
平
安
時
代
ま
で
遡
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
作
風
な
ど

を
鑑
み
て
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
に
修

繕
を
施
し
た
こ
と
は
文
政
七
年
の
「
所
描
」
に
も
記
さ
れ
る
と
こ

ろ
だ
が
、
あ
く
ま
で
本
図
の
作
品
様
式
を
考
慮
す
る
と
、
室
町
時

代
の
制
作
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
比
較
対
象
と
な
る
作

例
も
極
め
て
少
な
く
、
ま
た
、
現
存
す
る
不
比
等
像
の
表
現
も
そ

れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
は
後
考
の
課
題
と
し
た

い
。
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三
、
文
献
に
み
る
淡
海
公

さ
て
、
藤
原
氏
の
祖
と
し
て
、
ま
た
興
福
寺
の
本
願
と
し
て
尊

崇
さ
れ
た
不
比
等
（
淡
海
公
）
の
生
涯
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
通
り

『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
六
国
史
、
そ
の
他
『
尊

卑
分
脈
』
所
収
の
不
比
等
伝
や
『
公
卿
補
任
』、『
帝
王
編
年
紀
』

な
ど
に
よ
っ
て
随
処
の
業
績
な
ど
が
垣
間
見
え
る
の
み
で
、
人
柄

や
性
格
を
示
す
よ
う
な
記
述
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
意

味
で
そ
の
姿
を
残
す
「
淡
海
公
御
影
」
の
存
在
意
義
は
非
常
に
大

き
い
。

興
福
寺
の
本
願
と
し
て
の
不
比
等
と
い
え
ば
、
飛
鳥
の
地
か
ら

現
在
の
地
へ
寺
地
を
移
し
、興
福
寺
の
礎
を
築
く
。『
興
福
寺
流
記
』

に
よ
る
と
、「
元
明
天
皇
代
和
銅
三
稔

［
マ
マ
］。

歳
次
庚
戌
。
淡
海
公
所

造
立
也
」
と
し
て
中
金
堂
院
を
構
築
し
て
い
く（

８
）。

そ
の
他
に
『
七

大
寺
巡
礼
私
記
』
や
『
諸
寺
縁
起
集
』、『
興
福
寺
濫
觴
記
』
な
ど

に
お
い
て
も
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
不
比
等
薨
去

後
に
つ
い
て
、
追
善
の
た
め
に
元
明
太
上
天
皇
の
発
願
に
よ
り
長

屋
王
に
命
じ
て
北
円
堂
を
建
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
『
興
福

寺
流
記
』
に
よ
る
と
「
為
淡
海
公
忌
日
。
造
立
之
。
八
月
三
日
。」

と
記
載
さ
れ
、
一
周
忌
に
間
に
合
わ
せ
る
形
で
異
例
の
ス
ピ
ー
ド

で
造
立
さ
せ
る
。
境
内
西
端
に
佇
む
北
円
堂
は
斜
面
の
上
に
そ
び

え
た
ち
、
当
時
は
平
城
宮
を
一
望
出
来
た
場
で
あ
る
。
こ
の
点
か

ら
も
不
比
等
に
対
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
方
、
法
相
宗
の
宗
祖
と
は
別
に
、
本
願
と
し
て
の
命
日
法
要

（
供
養
）
は
ど
の
よ
う
な
規
模
で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
古
記
録
・
文
書
類
か
ら
一
瞥
し
て
み
よ
う
。
内

閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
興
福
寺
年
中
行
事
』
に
よ
る
と
、
命
日

で
あ
る
八
月
三
日
の
項
目
に
次
の
記
載
が
あ
る（

９
）。

本
願
淡
海
公
御
忌
日
事

贈
大

［
マ
マ
］

政
大
臣
不
比
等
大
織
冠
二

男講
堂
辰
初
點
各
可
令
出
仕

別
会
五
師
殊
早
参
相
具
廻
請

諸
僧
皆
参
之
後

講
読
師
登
高
座

朝
座

梵
網
経

唄

散
華
三
段

次
講
問

夕
座

法
華
経

講
読
師
登
高
座

唄

散
華
中
段

次
講
問

次
呪
願
三
礼

次
唄
礼
師

立
正
面
始
八
名
経

諸
僧
行
道

後
唄
了

退
散
了
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本
願
と
し
て
の
命
日
法
要
と
し
て
、
朝
座
・
夕
座
の
二
度
に
わ

た
っ
て
、
興
福
寺
の
講
堂
に
て
論
義
法
要
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
興
味
深
い
。
以
下
、
当
時
の
日
記
・
記
録
類
よ
り
、
淡
海
公
忌

日
法
要
の
記
録
を
抽
出
し
て
み
る
が
、
お
そ
ら
く
不
比
等
の
肖
像

を
奉
懸
し
て
論
義
法
要
を
厳
修
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

①
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記（

（（
（

』
康
正
二
年
（
一
四
五
六
年
）
八
月
三

日本
願
淡
海
公
御
忌
日
於
講
堂
始
行
、
廻
請
加
判
事
予
上
洛
之

日
於
南
都
加
判
了
、
代
官
事
同
供
目
代
ニ
仰
付
了

②
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
康
正
三
年
（
一
四
五
七
年
）
八
月
三
日

本
願
御
忌
日
於
講
堂
始
行
之
、
寺
務
代
官
供
目
代
、
御
布
施

物
則
供
目
代
請
之

③
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
年
）
七
月

二
十
二
日

来
八
月
三
日
本
願
淡
海
公
御
忌
日
廻
請
持
参
、
加
判
了
、
代

官
之
事
任
例
仰
付
供
目
代
了
、

来
三
日
以
仏
聖
鐘
可
被
集
会
講
堂
矣

奉
唱

八
月
三
日
御
忌
日
請
僧
事

奉
講
梵
網
経
朝
座
、
法
華
経
第
一
巻
暮
座

前
大
僧
正

薬
師
寺
前
大
僧
正

法
隆
寺
前
大
僧
正

一
乗
院
前
大
僧
正

長
官
前
大
僧
正
奉

法
華
寺
僧
正

清
水
寺
僧
正

喜
多
院
僧
正

権
長
官
権
僧
正

呪
願
延
賢
房
法
印

三
礼

弁
法
印

唄
善
定
房
法
印
権
大
僧
都

唱
礼

長
延
房
法
印

散
華
舜
長
房
法
印

竹
林
院
法
印
権
大
僧
都

読
師
侍
従
権
大
僧
都

暮
座
講
師
春
聖
房
擬
講

朝
座
講
師
俊
深
大
法
師

暮
座
問
者
定
清
大
法
師

朝
座
問
者
清
憲
大
法
師

右
依
例
奉
唱
如
件
、

長
禄
二
年
七
月
日

別
会
五
師
英
深

長
官
前
大
僧
正
法
印
大
和
尚
位
（
花
押
）

権
長
官
権
僧
正
法
印
大
和
尚
位

件
供

ハ
越
前
国
木
田
庄
所
当
之
綿
也
、
自
給
主
東
北
院
引
之
、

於
寺
務
分
者
代
官
供
目
代
ニ
給
之
者
也
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興
福
寺
の
典
籍
文
書
に
は
天
正
十
年
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
の

『
淡
海
公
御
忌
日
請
定
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
差
出
と
し
て
「
長

官
僧
正
法
印
大
和
尚
位
（
花
押
）」
が
記
さ
れ
、
端
裏
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
る
。

寺
務
東
北
院
兼
深

権
別
当
東
林
院
孝
誉

淡
海
公
御
忌
日
廻
請

天
正
十
七
年
己
丑
八
月
三
日

(

第

二
度
目)

別
会
五
師
寛
尊

書
状
の
冒
頭
に
は
、「
来
三
日
以
仏
聖
鐘
可
被
集
会
講
堂
」
と

記
し
始
め
、
続
く
文
は
先
の
③
と
同
形
式
の
廻
請
が
記
さ
れ
る
。

廻
請
の
体
裁
は
各
年
、
形
式
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
実
際
に
残

る
請
定
に
は
各
僧
の
名
の
下
に
「
奉
」
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も

の
と
何
も
記
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
当
時
の
在
り
様
が
う
か
が

わ
れ
て
興
味
深
い
【
図
⑧
】。

④
『
多
聞
院
日
記（

（（
（

』 

天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
八
月
三
日

今
日
淡
海
公
御
忌
日
、
仏
地
院
遲
参
ニ
テ
夜
明
了
ト
テ
、
殊

之
外
腹
立
共
也
云
々
、

七
之
過
程
ヨ
リ
各
々
出

仕
歟
、
論
義
ハ
弥
勒
成

仏
経
・
大
乗
経
歟
（
傍

に
「
ミ
ロ
ク
成
仏
経
ノ

問
答
也
」
の
記
載
ア
リ
）

論
第
九
巻

五
篇
戒
也

云
々

⑤
『
多
聞
院
日
記
』
天

文
十
一
年
（
一
五
四
二
）

八
月
五
日

昨
日
淡
海
公
御
忌
日
於
講
堂
在
之
、
供
目
代
ハ
必
寺
務
代
ニ

出
仕
シ
テ
布
施
ヲ
取
ト
云
々
、
ヱ
シ
ラ
レ
ス
シ
テ
不
参
、
雖

然
従
別
会
宝
光
院
以
故
実
分
捧
物
五
帖
被
送
了

⑥
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
八
月
五
日

三
日
淡
海
公
御
忌
日
へ
出
了
、
付
衣
、
白
五
帖
、
朝
座
講
師

南
井
坊
、
表
白
在
之
、
梵
網
経
得
ン
義
、

図⑧ 淡海公御忌日請定（奈良・興福寺蔵）
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夕
座
講
師
予
、
法
華
唯
識
、
表
白
ハ
無
之

淡
海
公
の
忌
日
供
養
を
執
行
し
た
興
福
寺
の
講
堂
は
、
従
来

種
々
の
論
義
問
答
を
中
心
と
す
る
規
模
の
大
き
い
法
会
を
厳
修
す

る
会
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
や
は
り
「
本
願
」
と
し
て
の
不

比
等
を
顕
彰
す
る
空
間
と
し
て
適
し
た
場
で
の
法
会
で
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
朝
座
／
夕
座
と
二
度
に
わ
た
る

講
問
論
義
が
行
わ
れ
て
お
り
、
維
摩
会
や
慈
恩
会
な
ど
の
如
く
、

法
会
に
対
峙
す
る
僧
侶
の
学
識
が
試
さ
れ
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
も

想
像
で
き
よ
う
。
例
え
ば
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
巻
十
に
記
さ
れ

る
永
超
僧
都
の
姿
は
、
法
会
の
朝
座
に
出
仕
後
、
夕
座
ま
で
の
間

に
「
打
ち
休
む
事
も
な
く
、
法
服
を
着
な
が
ら
僅
か
に
袈
裟
ば
か

り
を
脱
ぎ
て
、
灯
を
掲
げ
て
書
籍
に
向
か
ひ
け
り
」
と
学
問
探
求

に
対
す
る
ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿
を
述
べ
、
そ
の
後
講
師
の
座
を
得
た

こ
と
を
記
す（

（（
（

。
淡
海
公
の
忌
日
供
養
に
関
す
る
「
次
第
」
こ
そ
現

存
し
て
い
な
い
が
、
当
時
の
学
侶
に
と
っ
て
格
別
な
法
会
の
一
つ

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
一
方
、
④
を
記
し
た
多
聞
院
英

俊
が
、
同
法
要
に
際
し
仏
地
院
の
遅
刻
に
よ
っ
て
法
会
が
明
け
方

ま
で
要
し
た
こ
と
に
腹
を
立
て
た
こ
と
を
記
録
す
る
。
単
な
る
個

人
的
な
心
情
な
の
か
、
そ
れ
と
も
法
会
の
重
要
性
を
示
唆
す
る
も

の
か
、
真
実
は
読
み
取
り
に
く
い
が
、
少
な
く
と
も
法
会
の
位
置

づ
け
が
う
か
が
わ
れ
る
一
文
で
あ
ろ
う
。

⑦
『
蓮
成
院
記
録（

（（
（

』 

天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
八
月

来
月
三
日

淡
海
公
御
忌
日
廻
請
之
事
、
廿
八
日
吉
日
之
間

相
成
了
、
正
権
御
判
之
事
、
堂
達
仁
下
知
了
、
其
後
闕
請
礼
、

諸
役
者
役
宛
札
押
奉
取
畢
、
御
布
施
物
事
、
本
式
呉
綿
、

二
百
両
、
越
前
国
木
田
庄
上
分
、
納
所
東
北
院
、
旧
記
云
、

政
所
十
五
両
、
供
目
代
尭
専
、
権
政
所
十
二
両
、
胤
英
、
法

印
各
十
両
、
僧
都
十
両
、
律
師
九
両
、
已
講
八
両
、
成
業
七

両
、
二
人
講
師
加
分
各
三
両
、
二
人
問
者
加
分
各
二
両
、
算

主
五
両
、
堂
達
三
両
、
上
分
一
両
、
諸
進
二
両

送
状
案
文

奉
送

八
月
三
日
御
忌
日
御
布
施
事

合
呉
綿
二
百
両
者
、

右
木
田
庄
沙
汰
任
例
奉
送
如
件
、

応
永
廿
七
年
八
月
一
日

法
印

請
取
案
文
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謹
請
取

八
月
三
日
御
忌
日
呉
綿
事

合
二
百
両
者
、

右
謹
請
納
之
状
如
件
、

応
永
廿
七
年
八
月

日

別
会
五
師
顕
融

（
中
略
）

八
月
三
日
淡
海
公
御
忌
日
呉
綿
自
越
前
国
無
運
上
之
間
、
既

御
忌
日
及
闕
怠
間
、
自
唐
院
奉
行
所
、
公
物
以
被
償
二
貫
文

到
来
、
杉
原
百
帖
召
寄
一
帖
別
廿
文
ツ
ツ
、
支
配
了

⑧
『
蓮
成
院
記
録
』
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
十
二
月

三
箇
御
忌
日

御
忌
日
房
前

四
月
十
七
日

光
明
皇
后

六
月
七
日

淡
海
公
八
月
三
日

鈍
色
紫
甲
、
法
印
僧
綱
、
成
業
鈍
色
青
甲
、
已
講
鈍
色
櫖
、

講
師
已
講
役
法
服
櫖
、
寺
務
代
供
目
代
也
、
鈍
色
青
甲
、
権

別
当
代
同
上

⑨
『
蓮
成
院
記
録
』
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
八
月

八
月
三
日
淡
海
公
御
忌
日
廻
請
去
廿
九
日
堂
達
方
へ
渡
畢
、

則
正
権
御
判
被
加
之
間
、
押
札
相
調
奉
可
取
之
由
申
付
了
、

幷
高
山
十
講
廻
請
此
次
ニ
可
給
之
由
雖
申
、
下
行
米
于
今
不

相
渡
之
間
、
職
中
へ
令
談
合
、
以
其
上
廻
請
可
認
由
申
、
先

堂
達
返
了
、
三
輩
衆
へ
書
状
遣
了

⑩
『
蓮
成
院
記
録
』
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
六
月

八
月
三
日
淡
海
公
御
忌
日
如
先
規
執
行
畢
、
捧
物
者
従
奉
行

所
到
来
次
第
可
有
支
配
者
也

⑪
『
蓮
成
院
記
録
』
慶
長
九
年
（
一
五
九
七
）
六
月

八
月
三
日
淡
海
公
御
忌
日
執
行
畢

⑨
と
⑩
に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
『
淡
海
公
御
忌
日
請
定
』
の

廻
請
が
現
存
し
、
当
時
の
状
況
が
一
段
と
判
明
で
き
る
。
ま
た
、

⑧
に
あ
る
『
蓮
成
院
記
録
』
天
文
二
年
の
記
録
に
、「
三
箇
御
忌
日
」

と
し
て
光
明
皇
后
と
藤
原
不
比
等
、
そ
し
て
不
比
等
の
子
息
で
あ

る
房
前
の
三
名
を
挙
げ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。内
閣
文
庫
蔵『
興

福
寺
年
中
行
事
』
四
月
十
七
日
条
に
「
三
俣
戸
御
忌
日
事
」
と
題

さ
れ
た
部
分
に
、
淡
海
公
御
息
贈
正
一
位
左
大
臣
房
前
の
供
養
の

仔
細
を
、
ま
た
、
六
月
七
日
条
に
は
「
光
明
皇
后
御
忌
日
事
」
と
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し
て
、
光
明
皇
后
の
供
養
を
執
行
し
、
い
ず
れ
も
講
堂
を
会
場
と

し
て
い
る
こ
と
を
記
録
す
る
。
ま
た
、
僧
位
僧
階
に
よ
っ
て
着
用

す
る
衣
体
の
色
を
記
す
な
ど
、
不
比
等
の
追
善
供
養
に
お
け
る
現

場
も
規
模
が
大
き
く
、
学
僧
に
と
っ
て
の
登
竜
門
で
あ
っ
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い（

（（
（

。
法
会
の
内
容
に
関
し
て
も
、
そ
の
本
尊
画

幅
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
含
め
て
、
今
後
の
精
査
課

題
と
し
た
い
。

四
、
む
す
び
に
か
え
て

飛
鳥
時
代
の
後
半
に
藤
原
不
比
等
が
増
築
し
た
香
川
県
の
志
度

寺
に
は
絹
本
著
色
の
「
志
度
寺
縁
起
絵
」
が
伝
わ
る
。
鎌
倉
時
代

末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
制
作
さ
れ
、
本
尊
で
あ
る
十
一
面

観
音
の
霊
験
、
道
場
草
創
と
再
建
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
伝
承
に

基
づ
い
て
構
成
さ
れ
絵
画
化
さ
れ
た
掛
幅
縁
起
絵
で
あ
る
。
不
比

等
と
海
女
と
の
邂
逅
と
受
難
、
そ
の
結
果
得
た
宝
珠
を
都
に
持
ち

帰
っ
て
興
福
寺
中
金
堂
の
本
尊
釈
迦
如
来
の
眉
間
に
入
れ
、
後
に

御
頭
の
中
に
込
め
た
と
い
う
言
説
は
、後
に
謡
曲
「
海
女
（
海
人
）」

の
題
材
と
な
っ
た
が
、
幸
若
舞
曲
「
大
織
冠
」
の
中
で
は
そ
の
内

容
を
脚
色
さ
れ
、
父
・
鎌
足
を
主
人
公
と
す
る
蘇
我
氏
討
伐
の
物

語
へ
と
変
じ
て
い
く
。
政
界
に
お
け
る
藤
原
不
比
等
と
し
て
の
業

績
が
多
く
有
る
一
方
で
、
後
世
の
文
芸
作
品
や
造
形
作
品
の
中
で

は
ど
こ
か
注
目
の
外
に
置
か
れ
る
感
が
あ
る
。そ
の
意
味
で
も「
淡

海
公
御
影
」
の
存
在
は
大
変
意
義
深
い
と
言
え
よ
う
。

鷹
司
家
所
蔵
の
「
淡
海
公
御
影
」
は
、
そ
の
伝
来
が
不
明
で
あ

り
、
例
え
ば
興
福
寺
に
お
い
て
厳
修
さ
れ
続
け
て
い
た
淡
海
公
忌

日
法
要
の
本
尊
画
幅
と
即
座
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、一
方
で
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
補
遺
、「
年
代
不
明
ノ
分
」

の
箇
所
に
は
、「
奉
図
大
職
冠
談
海
公
為
両
家
門
御
繁
栄
奉
図
之
」

の
記
載
が
あ
り
、
不
比
等
の
肖
像
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述

が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
払
い
た
い
。
肖
像
画
の
場
合
、
描
か
れ

て
い
る
像
主
が
果
た
し
て
同
一
人
物
か
と
い
う
最
大
の
課
題
が
あ

る
た
め
、
慎
重
に
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

中
世
肖
像
画
の
重
要
な
作
例
と
し
て
提
示
し
、
史
料
の
整
理
と
共

に
後
考
の
た
め
の
研
究
序
説
と
し
て
、
一
応
の
ま
と
め
と
し
て
お

き
た
い
。

註 

（
1
）
藤
原
不
比
等
の
生
涯
や
そ
の
業
績
、
行
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、
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上
田
正
昭
『
藤
原
不
比
等
』（
朝
日
新
聞
出
版
、一
九
七
六
年
）、

土
橋
寛
『
持
統
天
皇
と
藤
原
不
比
等
―
日
本
古
代
史
を
規
定
し

た
盟
約
』（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
四
年
）、
高
島
正
人
『
藤

原
不
比
等
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）、
倉
本
一
宏
『
藤

原
氏
―
権
力
中
枢
の
一
族
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
七
年
）

な
ど
を
参
照
。

（
2
）展
覧
会
図
録『
大
和
の
神
々
と
美
術
―
談
山
神
社
の
名
宝
―
』（
奈

良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
）、『
藤
原
鎌
足
と
阿
武
山
古
墳
』

（
高
槻
市
立
今
城
塚
古
代
歴
史
館
・
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史

館
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
を
参
考
。

（
3
）
黒
田
智
『
中
世
肖
像
の
文
化
史
』（
ぺ
り
か
ん
社
、二
〇
〇
四
年
）。

以
下
続
く
黒
田
氏
の
指
摘
は
全
て
本
書
に
拠
る
。

（
4
）
肖
像
全
般
に
つ
い
て
は
、白
畑
よ
し
『
肖
像
画
』（
日
本
の
美
術
・

第
八
号
、
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
）、
宮
島
新
一
『
肖
像
画
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）、
村
重
寧
『
天
皇
と
公
家
の
肖
像
』

（
日
本
の
美
術
・
第
三
八
七
号
、
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）、『
中

世
絵
巻
と
肖
像
画
』（
日
本
美
術
全
集
・
第
八
巻
、
小
学
館
、

二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
5
）
紙
本
部
分
に
記
さ
れ
る
「
巨
勢
公
望
所
描
」
と
題
す
る
部
分
に

は
以
下
の
文
が
記
さ
れ
る
。「
淡
海
公
真
像
一
幅
益
賢
観
之
家

蔵
而
延
文
所
修
補
也
今
茲
偶
獲
千
某
家
不
堪
欣
慕
命
装
飾
冀
永

伝
於
末
裔
也
為
後
徴
賢
観
之
書
亦
別
作
一
巻
聊
書
其
援
云

文

政
七
年
甲
申
八
月
朔
日

関
白
（
花
押
）」

（
6
）
森
末
義
彰
『
中
世
の
社
寺
と
芸
術
』（
畝
傍
書
房
、一
九
四
一
年
）

で
は
、
本
系
図
の
妥
当
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

（
7
）
宮
島
新
一
『
宮
廷
画
壇
史
の
研
究
』（
至
文
堂
、
一
九
九
六
年
）

（
8
）『
大
日
本
仏
教
全
書
』
興
福
寺
叢
書
第
一
（
仏
書
刊
行
会
編
）。

以
下
、
同
書
よ
り
引
用
。

（
9
）
内
閣
文
庫
本
『
興
福
寺
年
中
行
事
』
は
大
和
文
化
研
究
会
に
よ

る
『
大
和
文
化
研
究
』
百
十
二
号
よ
り
五
回
に
わ
た
っ
て
翻
刻

が
掲
載
さ
れ
る
。
本
稿
も
当
翻
刻
を
引
用
し
た
。

（
10
）
以
下
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
は
角
川
書
店
刊
行
本
を
引
用

し
た
。

（
11
）
興
福
寺
典
籍
文
書
第
二
十
九
函
に
収
蔵
。

（
12
）
以
下
、『
多
聞
院
日
記
』
は
臨
川
書
店
刊
行
本
（
増
補
続
史
料

大
成
）
を
引
用
し
た
。

（
13
）
詞
書
は
中
央
公
論
社
・
続
日
本
絵
巻
大
成
本
（
小
松
茂
美
編
）

に
よ
る
。『
春
日
権
現
験
記
絵
』
で
は
そ
の
後
、
永
超
僧
都
が

春
日
明
神
を
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
拝
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

こ
と
を
嘆
く
と
、
春
日
明
神
か
ら
「
い
ま
だ
真
実
の
出
離
の
道

を
求
め
て
い
な
い
」
と
し
て
顔
を
見
せ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
続
け
る
。

（
14
）
以
下
、『
蓮
成
院
記
録
』
は
臨
川
書
店
刊
行
本
（
増
補
続
史
料

大
成
）
を
引
用
し
た
。

（
15
）
拙
稿
「
興
福
寺
蔵
『
明
治
二
十
四
年
九
月
調

諸
堂
勤
行
年
中

行
事
』」（『
奈
良
学
研
究
』
第
二
十
一
号
、
帝
塚
山
大
学
奈
良

学
総
合
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
）
に
て
紹
介
し
た
史
料
で

は
、
八
月
三
日
条
に
「
淡
海
公
御
忌
日
修
之
」
と
あ
り
、
寺
務
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所
の
広
間
で
厳
修
し
た
由
の
記
載
が
あ
る
が
、
実
際
い
つ
ま
で

厳
修
さ
れ
続
け
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。（
現
在
も
年
中
行

事
と
し
て
の
執
行
は
無
く
、
厳
修
さ
れ
て
い
な
い
）

【
図
版
出
典
】
①
②
飛
鳥
園
提
供
、
③
『
古
画
類
聚
』
東
京
国
立
博
物
館

イ
メ
ー
ジ
ア
ー
カ
イ
ブ

Im
age: T

N
M

 Im
age A

rchives

、
④
⑤
飛

鳥
園
提
供
、
⑥
筆
者
撮
影
、
⑦
北
野
天
満
宮
提
供
、
⑧
筆
者
撮
影

【
付
記
】「
淡
海
公
御
影
」
の
熟
覧
な
ら
び
に
撮
影
・
掲
載
に
あ
た
っ
て
は

鷹
司
尚
武
氏
（
神
社
本
庁
統
理
）
の
ご
高
配
を
多
分
に
賜
り
ま
し
た
。
ま

た
、
作
品
熟
覧
・
本
稿
執
筆
に
際
し
て
黒
田
智
氏
（
金
沢
大
学
）、
谷
口

耕
生
氏
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
に
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら

深
謝
い
た
し
ま
す
。




